
全国進路指導研究会 

「冬のセミナー」２０１６ 

 

「中教審」が 

現場に求める教育 
と 

私たちがめざす教育 
 

■２０１６年２月１３日（土） 

１４：００〜１６：３０ 開場１３：３０ 

■ 武蔵野プレイス スペース C（３F） 

（JR中央線武蔵境駅南口すぐ） 

■報告：今泉博さん 

（前：北海道教育大学副学長、 

元：都内公立小学校教員、全進研世話人） 

 

 中央教育審議会（以下、中教審）で、２０３

０年以降の日本の教育についての議論が積み

重ねられています。「教育課程企画特別部会 

論点整理」を読んでみると、中教審が学校現場

に何を求めているかが見えてきます。ここでの

議論は、新しい学習指導要領にも確実に反映さ

れていくにちがいありません。 

 中教審特別部会の方向で学校現場が変えら

れることになれば、日本の学校教育がどうなっ

てしまうのでしょうか、心配になります。教師

の指導方法まで規制されてしまうようでは、創

造的な教育活動は困難になってしまいます。ひ

とりひとりの教師の教育実践が、大きく左右さ

れるような重大な内容を含んでいます。 

 「学習指導要領は、学校教育法に基づき国が

定める教育課程の基準であり、教育の目標や指

導すべき内容等を体系的に示している」と強調

し、学習指導要領を現場に徹底するよう求めて

います。これまでの学習指導要領がどうだった

のかなどの反省はほとんどありません。このま

まで進めば、授業ごとの学習指導案等の作成な

ども、これまで以上に要求される可能性があり

ます。 

 今どういう検討が「教育課程企画特別部会」

で行われているのか、まずその内容を知ること

が不可欠です。それを把握することで、私たち

の実践の方向も探っていくことが可能になる

ように思います。 

 全進研「冬のセミナー」にぜひ参加し、これ

からの教育について一緒に考え合いましょう。 

 

            ▲武蔵野プレイス 
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